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平成 31年度「乳幼児教育保育推進体制の充実・活用強化事業」における主な取組の報告について 

 

 

１ 乳幼児教育保育アドバイザーの派遣・育成 

学識経験者、公立の幼稚園及び保育園の元園長等、幼稚園、保育園、小学校において指導・助言等の経

験がある特別支援、防犯、防災及び心理の分野に関して知見または職務経験を有する者等、計 24名を乳幼

児教育保育アドバイザー（以下「アドバイザー」という。）として委嘱し、園等の実情に即した助言・指導

等を行うとともに、園内研修や保護者向け講演会などの講師を務めた。 

また、「乳幼児教育保育アドバイザー連絡協議会」を開催し、アドバイザーの資質・能力の向上に関する

実践発表やグループ討議等を通して、指導・助言等に関する意見交換を行うとともに、「乳幼児教育保育ア

ドバイザー業務マニュアル」や「乳幼児教育保育実践事例集」の作成に取り組んだ。 

 

【アドバイザー派遣実績 （平成 31年度については 12月末現在）】 

 

  

 

 

【乳幼児教育保育アドバイザー連絡協議会】 

開催日 参加者 内  容 

第 1回 

令和元年 5月 16日（木） 
17名 

・ 全体協議 「業務マニュアル『訪問において大切にしたいこと』」 

・ グループ討議「保育者をサポートする際の工夫」 

第 2回 

令和元年 7月 4日（木） 
17名 

・ 実践発表 

「ストレスを味方にする養育」 

    ～教育・保育現場の職員や保護者にこれまで伝えてきたこと～ 

・ 実践発表に関する全体協議 

第 3回 

令和元年 9月 19日（木） 
12名 

・ 全体協議 「業務マニュアル『訪問までの流れ』」 

・ グループ討議「アドバイザーの多様な役割」 

第 4回 

令和元年 11月 7日（木） 
17名 

・ 全体協議 「業務マニュアル『効果的な訪問に向けて』」 

「養成校への支援」 

第 5回 

令和 2年 1月 16日（木） 
16名 

・ 全体協議 「業務マニュアル『効果的な訪問に向けて』」 

「防犯・防災に関する支援」 

第 6回（予定） 

令和 2年 3月 5日（木） 
18名 ・ 業務マニュアル完成に向けた全体協議 

区分 
幼稚園 保育園 認 定 

こども園 
小学校 

企業主導

型保育施

設等 
その他 計 

公立 私立 公立 私立 

平成 31年度 
施設数 14 7 38 12 2 3 15 6 97 

回数 33 9 69 23 3 3 26 22 188 

平成 30年度 
施設数 19 7 32 12 2 4 2 7 85 

回数 62 17 67 17 3 5 8 12 191 

区分 
遊びや 

生 活 

特別 

支援 

幼保小 

連 携 

保育者の

資質向上 

保護者 

支 援 

園の 

運営 

危機管理 

(防災等) 
その他 計 

回数 45 22 7 35 30 7 33 9 188 

資料１ 

（単位：施設、回） 

（単位：回） 

＜ 派遣施設別 ＞ 

＜ 派遣内容別 ( 平成 31年度 ) ＞ 
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２ 人材育成方針の作成等 

 ⑴ 人材育成のための意見交換会 

   幼稚園教諭・保育士等に対する効果的な研修などの人材育成について検討を行うため、「人材育成のた

めの意見交換会」を開催し、専門的見地から幅広く意見を聴取した上で、これまでに「幼稚園教諭・保

育士等の人材育成の基本的な考え方（案）」（別紙）を整理した。 

【人材育成のための意見交換会】 

構成員 

学職経験者 1名 

私立・公立の保育園関係者 各 1名 

私立・公立の幼稚園関係者 各 1名 

 第 1回 令和元年 7月 31日（水） 

幼稚園教諭・保育士等の人材育成の基本的な考え方について（たたき台） 

議題等 
第 2回 令和元年 12月 16日（月） 

幼稚園教諭・保育士等の人材育成の基本的な考え方について（案） 

 第 3回（予定） 令和 2年 3月 2日（月） 

（仮）幼稚園教諭・保育士等の人材育成の基本的な考え方について 

  

⑵ 広島市幼稚園教諭・保育士・保育教諭新規採用者合同研修会 

  市内の公立・私立の幼稚園・保育園等において、幼児教育・保育に携わる採用 2年目までの職員を対

象に合同研修を行った。 

【第 1回】 

日時 令和元年 7月 9日（火） 

場所 ＪＭＳアステールプラザ（中ホール） 

参加者 173名（幼稚園教諭 12名、保育士 129名、保育教諭 27名、その他 5名） 

 
内容 

 

講演 「だれもが いごこちのよい インクルーシブな保育を目指して」 

 

・ 講師 酒井 幸子先生  武蔵野短期大学幼児教育学科 客員教授 
武蔵野短期大学附属保育園  所長      

 

 グループワーク 「保育実践を振り返って」 

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

質問 回答 

子どもの姿の捉えや保育の実践に関して新たな

知識を得ることができましたか。 

「とてもそう思う」「そう思う」 

      97.6% 

明日からの保育において、具体的な実践につなが

るものでしたか。 

「おおいにつながる」「つながる」 

     95.3% 

講演を聴いて、「インクルーシブな保育」に関す

る理解が深まりましたか。 

「とても深まった」「深まった」 

      96.5% 

他園の保育者と交流することにより、今後の保育

へのモチベーションアップにつながりましたか。 

「おおいにつながった」「つながった」 

   95.9% 

グループワークに関する所感 ～抜粋～ 
・ 幼稚園教育要領や保育所保育指針が改訂された中、公立・私立や幼稚園・保育園といった枠組みを越
えて同年代の職員による情報共有や意見交換の場として有意義だった。 

・ 保育に関する視野が広がり、様々な実践を試しながら保育を展開していくことの大切さを学んだ。 
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【第 2回】（予定） 

日時 令和 2年 2月 4日（火） 

場所 広島市総合福祉センター（BIG FRONT 5階 ホールＡ～Ｃ） 

参加者 153名（幼稚園教諭 14名、保育士 139名） 

内容 

実践発表 
・ 広島市立安幼稚園 教諭 中岡樹里 

「夢中になって遊び、共に育ち合う子どもを育てる保育実践 ～絵本の読み聞かせを通して～」 
 

 ・ 社会福祉法人順正寺福祉会 順正寺こども園 保育教諭 仁田菜月 
「一人ひとりを大切にする保育 ～子どもの興味・関心からはじまる遊びを通して～」 

グループワーク 「保育実践を振り返って」 

 

 

３ 県等と連携した域内全体の幼児教育・保育の質の向上 

⑴ 県教育委員会の幼児教育アドバイザー等との役割分担と連携  

広島県教育委員会においても幼児教育アドバイザーの派遣を行っており、派遣対象が重複しているこ

とから、域内全体の幼児教育・保育の質の向上に向けた連携策について、県乳幼児教育支援センターと

協議を行ってきた。 

今年度は、県乳幼児教育支援センターが企業主導型保育施設等に対して幼児教育アドバイザーの派遣

制度を周知することが比較的困難であることを踏まえて、本市アドバイザーがそうした施設を訪問する

際に、県が推進する『「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン』などの紹介を行った。 

 

⑵ 広島広域都市圏へのアドバイザー派遣 

  本市では、本市及び本市周辺市町で構成される広島広域都市圏の資源を圏域全体で活用する様々な施

策を展開していることから、幼児教育・保育の質の向上に向けて、市内のみならず周辺市町の幼稚園・

保育園等へのアドバイザー派遣についても検討を行ってきた。 

今年度は、安芸高田市保育士連盟主任保育士部会が開催する研修会に研修講師としてアドバイザーを

派遣し、指導・助言等を行った。 

【安芸高田市保育士連盟主任保育士部会研修会】 

 8月 27日（火） 10月 7日（月） 

参加者 主任保育士 12名 

テーマ 保育者の資質向上 

内容 組織マネジメントに関する研修 保護者支援に関する研修 

参加者の所感 

～ 抜粋 ～ 

・ 組織における役割を認識し、職場の雰囲気

づくりに生かしていきたい。 

・ 若手職員育成の意欲向上につながった。 

・ 各園での研修につなげていきたい。 

・ 職員間で連携し、共通認識の下でチームと

して協働して取り組んでいきたい。 

 

 

４ 今後の方向性 

⑴ 乳幼児教育保育アドバイザーの育成・派遣 

今年度アドバイザー派遣を行った園等からの報告書には、その全てから継続してアドバイザーによる

支援を求めていきたいとの回答を得ていることから、引き続き、園等へのより効果的・継続的な支援や
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アドバイザーの資質・能力の更なる向上を図っていく必要がある。また、指導・助言等の経験が豊富な

アドバイザーを「乳幼児教育保育スーパーバイザー（仮称）」として育成することを検討するとともに、

今後需要が見込まれる「虐待」や「衛生管理」の分野に関して知見または職務経験を有する人材の確保

に努める。 

  さらに、園等からの依頼に基づいて派遣を行うことによる支援のみならず、公立幼稚園の研究推進園

と連携して計画的に継続したアドバイザーの派遣を行い、研究推進園における研究成果の蓄積・発信に

つなげる。 

 

⑵ 人材育成方針の作成・活用 

  平成 31 年度に作成する「幼稚園教諭・保育士等の人材育成の基本的な考え方」を踏まえて、一体的

な研修体系を作成し、幼稚園教諭・保育士等に対する効果的な研修などの人材育成につなげる。 

 

⑶ 県・市町と連携した域内全体の幼児教育・保育の質の向上に向けた取組 

県乳幼児教育支援センターが実施する研修会等に本市アドバイザーを派遣して資質・能力の向上を図

るとともに、引き続き、域内全体の幼児教育・保育の質の向上に向けた取組を進めるために、県の乳幼

児教育支援センターにアドバイザー派遣の依頼があった際には、必要に応じて本市へ情報提供をしても

らうことなどにより本市アドバイザーの専門分野を生かした支援の展開につなげる。 


